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亀の島と弓の島にかかる虹亀の島と弓の島にかかる虹
～『ホピの予言』『セイクレッドラン』上映とお話～

行き過ぎた物質主義や経済優先の結果、現在の地球では環境破壊が進み、気象までも異常な事態となって
いる事は、既に誰の目にも明らかになってきています。

この地球に起こる事態を、遥か昔に予言されていたアメリカ先住民・ホピ族に伝わる「ホピの予言」は
何を伝えようとしたのでしょうか。

そして我々は今、世界各地で循環のサイクルを守りながら生きてきた、先住民族に伝わる、大自然とその
サイクルの中で永続的に生きて行ける生き方の知恵とその世界観やスピリチリチュアリティから多くのものを
学ぶ必要があるでしょう。

北 米 大 陸 日 本 列 島

▶映画『ホピの予言』
監督宮田雪、75分、1986年、ランド・アンド・ライフ作品
北米南西部の砂漠地帯に住むアメリカ先住民ホピ族は、古代より偉大なる聖霊から
授かった教えを密かに守り伝えてきた。ところが、1948年精神的指導者たちは4人
のメッセンジャーを選び、その教えを世界に発信することを決めた。教えの中にある
「灰のびっしり詰まったヒョウタン」を広島・長崎に投下された原爆と解釈し、それ
が人類存亡の危機の時代に入ったことを示していたからだった。私たちが自らの生き
方を見直し、偉大なる浄化の日をくぐり抜け、いのちが永遠に続く次の世界に移行で
きるか、否かは、私たち自身にかかっている。母なる地球とすべてのいのちを敬い、
自然の法に従い、質素で精神的に暮らすことこそが、私たちに残された唯一の道だと
ホピは語るのだった。ホピとは「平和」や「平和に満ちた人々」という意味である。

▶映画『セイクレッド・ラン』
監督宮田雪、70分、1989年、ランド・アンド・ライフ作品
1987年11月『Hopi Prophecy』がアメリカインディアン・フィルム・フェス
ティバルでドキュメンタリー賞を受賞した席上で、デニス・バンクス氏は
「大地といのちのために走ろう」と祈りのランニングを呼びかけた。
そして、1988年6月1日NY州オノンダガをスタートし、サンフランシスコ
まで大陸横断した後、8月6日広島～北海道幌延まで8600Kmの距離を
原発や核施設を巡ってイーグルフェザーを先頭にランナーたち走り抜け
たのだった。この映画は亀の島の先住民アメリカインディアンと日本
列島の草の根の人々が、繋がるすべてのいのちのために大地を走り、
偉大なる聖霊に捧げられた魂の祈りの記録である。



当日は、日本の先住民族アイヌの文化伝承者・葛野次雄さんのカムイノミの儀式をもって始まりと終わりまでを
聖なる祈りの場として頂き、映画『ホピの予言』と長く関わり続けてきた辰巳玲子さん、1978年アメリカインディ
アンによる平和行進、ロンゲストウォークを歩いた牧野持侑さん、ロンゲストウォーク日本支援委員会の代表
として最終地点ワシントンDC.に参加した大友映男（やさい村村長）、会場の皆さまも参加して頂き、共に
大自然との調和と共生の道を語り合い共に新たな未来を開く集いにしたいと思います。

※SNSでのお申し込みはご遠慮下さい。店頭、TEL、メールいずれかの方法
でお申し込みをお願い致します。

※お申し込み後、店頭支払いまたはお振込み確認後お申込み完了となりま
す。お申し込み後1週間ご連絡・お支払いがない場合、キャンセルとさせて
頂きますのでご了承下さい。

玉川上水
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1957年神戸生まれ。ラン
ド・アンド・ライフ主宰。
1988年神戸で映画『ホピ
の予言』と監督宮田雪と
出会い、連れ添う。1995
年脳内出血で療養生活
に入った宮田の介護の
傍ら、2004年『ホピの予言2004年版』を制作し、
活動を再開。2011年2月宮田をスピリットの世界に
見送り、群馬の山間に移住。311後の世界を地球人
としてどう生きるかを、映像、出版、講演などを通し
て、ホピのメッセージとともに学び、分かち合いを
続けている。ホピの教えの口述記録『生命の始まり
から浄化の日まで』『アメリカ先住民ホピの伝統的
なものの見方 テツカ・イカチ』、DVD『大地といのち
の祈り』発刊。

辰巳 玲子
北海道静内郡静内町（現新ひだか町）東別の生まれで、
1975年以降、父である葛野辰次郎（エカシ）と共に各地の
アイヌの祭に参加し、カムイノミ（カムイへ捧げる祈りの
儀式）を行っていた。現在は、小学校や大学での講演活
動や、地元ラジオ局でのアイヌ語講師を務める等、積極
的にアイヌ文化の伝承活動に携わっている。

葛野 次雄

アルケミー・クリスタルボウルをメインに使ったサウンド
ヒーリングのアーティスト。南伊豆町在住。1974年から
1996年の20年間アメリカ・カルフォルニアに暮らす中、
1978年に第一回目のThe Longest Walkに参加し、ワシン
トンDCまで歩く。1979年にはミルキーウェイ主催の
「生存への行進」に北海道から東京まで参加。大友さんと
は40年以上、付かず離れずの盟友です。

牧野 持侑


